
本
年
の
梅
雨
は
観
測
史
上
最
も
短
く
、
暑
い
夏
に
入
る

の
が
と
て
も
早
く
、
連
日
の
猛
暑
の
中
で
利
用
者
一
人
一

人
と
職
員
自
身
の
体
調
に
つ
い
て
も
十
分
注
意
を
し
な

が
ら
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
の
行
動
目
標
を
「
こ
ま
め
に
水
分
を
取
り
、
熱
中

症
予
防
に
努
め
る
」
と
し
、
ご
家
族
の
皆
様
も
外
で
の
作

業
の
際
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
、
熱
中
症
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
再
び
感
染
拡
大
し
て
い
る

中
で
、
村
で
は
祭
事
等
の
行
事
を
や
む
な
く
中
止
し
、
感

染
予
防
策
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

当
施
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
感
染
予
防
策
を
し

っ
か
り
取
っ
て
、
利
用
者
に
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
く
行
事
等
を
引
き
続
き
計
画
し

て
い
き
ま
す
。 

 七
月
誕
生
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

七
月
お
誕
生
の
皆
さ
ん
の
誕
生
会
を
、
七
月
二
十
八
日

（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
七
月
の
誕
生
者
は
大
勢
で
一

〇
一
歳
を
年
頭
に
、
全
員
で
十
一
名
で
し
た
。 

花
束
と
カ
ー
ド
を
贈
り
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

誕
生
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。 

赤
飯
、
天
ぷ
ら
（
え
び
、
ピ
ー
マ
ン
、
さ
つ
ま
芋
）、
大

根
お
ろ
し
、
清
ま
し
汁
、
夏
野
菜
の
酢
の
物
、
フ
リ
ー
カ

ッ
ト
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

                

望
岳
荘
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た 

 

七
月
二
十
九
日
（
金
）
に
、
望
岳
荘
の
夏
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨
年
に
引
き
続
き
村
内

外
の
関
係
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
な
く
、
利
用
者
と
職
員

で
開
催
し
ま
し
た
。
利
用
者
に
お
祭
り
を
感
じ
て
い
た
だ

こ
う
と
職
員
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
計
画
し
た
夏
ま
つ
り
に
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
満
足
す
る
笑
顔
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

紅
白
幕
や
提
灯
で
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
た
会
場
（
食

堂
）
に
設
け
た
綿
ア
メ
や
か
き
氷
コ
ー
ナ
ー
は
、
ず
い
ぶ

ん
気
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。 

 
 

職
員
が
踊
る
「
木
島
平
ど
ど
ん
か
」
は
利
用
者
も
加
わ

っ
て
手
足
を
動
か
し
、「
か
ら
す
踊
り
」
に
も
手
拍
子
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

炎
天
下
の
中
庭
よ
り
も
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
食
堂
で

の
開
催
も
利
用
者
に
は
好
評
で
し
た
。 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           

望
岳
荘
だ
よ
り 

令和４年 

８月 10日 



老
連
の
皆
さ
ん
が
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

六
月
に
木
島
平
村
民
生
委
員
さ
ん
に
花
植
え
を
し
て

い
た
だ
い
た
花
壇
。
今
回
は
（
７
月
２６
日
）
、
村
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

草
だ
ら
け
の
中
庭
の
花
壇
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                  

書 

道 

７
月
２０
日 

  

 

先
生
の
書
い
た
お
手
本
を
見
な
が
ら
、
自
分
流
に
半
紙

に
向
か
い
真
剣
に
筆
を
走
ら
せ
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
、
次
回
ま
で
食
堂
に
展
示
し
ま
す
。 

今
回
の
文
字
は
「
清
水
」「
草
刈
」「
毛
虫
」
で
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

             

行
事
の
お
知
ら
せ
【
八
月
中
旬
～
九
月
】 

八
月 

十
八
日 

手
工
芸 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
二
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
前
） 

二
十
三
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
五
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

（
午
前
） 

二
十
九
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

 九
月 

五
日 

理
髪
奉
仕
（
理
容
） 

 

（
午
前
） 

〃  

喫
茶 

食
事
委
員
会 

 
 

（
午
後
） 

六
日 

村
老
連
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
午
前
） 

八
日 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
午
後
） 

 
 

 
 

九
日 

敬
老
祝
賀
式 

 
 

 
 

（
午
前
） 

 
 

 

十
四
日 

小
中
学
校
絵
手
紙
交
流
・
検
討
中 

二
十
日 

彼
岸
供
養 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

 
 

二
十
一
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
二
日 

稲
刈
り 

 
 

 
 

 
 

（
午
前
） 

 
 

二
十
六
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

 
 

二
十
八
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

（
午
前
） 

  
 
 

お 

知 
ら 

せ 
 

  

☆ 

望
岳
荘
敬
老
祝
賀
式
に
つ
い
て 

本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
北
信
広
域
副
連
合
長

の
日
䑓
村
長
を
招
い
て
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
い
る

現
状
の
中
で
、
施
設
の
安
全
を
考
え
て
の
開
催
に
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

本
年
は
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
５
名
の
方
と
、
米
寿

を
迎
え
ら
れ
る
三
名
の
方
に
寿
詞
を
送
り
、
お
祝
い

を
い
た
し
ま
す
。 

・
九
月
九
日
（
金
）
午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
八
月
二
十
二
日
（
月
）

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

☆ 

面
会
に
つ
い
て 

 

当
面
の
間
、
窓
越
し
面
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

面
会
を
続
け
ま
す
。
一
回
に
つ
き
一
組
と
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

第
一
及
び
第
三
日
曜
日
も
行
な
い
ま
す
が
、
感
染

状
況
に
よ
り
対
応
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
場
合
は
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。 


